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「動物は森林の持続性に何らかの役割をはたしているのだろうか?J
【背景と目的】
動物は一般的に植物を利用する消費者として、生態学的には位置づけられている。
しかし、動物が、送粉や種子散布者として、森林の持続的更新に果たす役割が数
多く明らかになってきている。本研究では、大型果実をつけるドリアンを対象に、
ドリアンの果実捕食、種子散布を通して動物がどのように関わるか、また、動物
は種子散布者としての機能を果たしているのかの 2点について、その可能性を考
察した。
【方法】
(1)ドリアンの更新の一部を明らかにするために、 ドリアンの親木を中心に 40m
*40mの2つのプロットを設置し以下の項目について調査した。
-実生の本数、サイズ、分布、光環境、水環境
-果実の落果範囲、落果量、落果果実の状態、発芽種子の有無、当年性実生の有
鑑
・プロット内の毎木調査 (DBH10cm以上)
(2)ドリアンの捕食者、種子散布者として考えられる動物相の把握を目的とし、
以下の項目について調査した。
-文献調査・ヒアリ ング
-オランウータンのネスト観察
.プロットでの夜間写真撮影
【結果と考察】
実生は各プロットで 172本、 54本観察された。サイズは、樹高で 6cmから
475cmの範囲で、分布については親木に近いほど密度が高かった。果実の落果位
置と落果量の調査より、実生の多くの分布は落果範囲内であり、親木に遠ざかる
ほど落果量は減少した。また、毎木調査よりフロット内で DBH10cm以上の同種
他個体が存在しないことから、果実の大部分が親木の樹冠下に落果し、実生が生
育するものの、若木にまで成長している個体がないことが分かった。これは、植
生班のデータとも一致する。これらのことから、親木の下で成長することは厳し
いことが示唆される。
動物相について把握した中で、 ドリアンの種子捕食、散布にはいくつかの段階で
動物が関与することが考えられた。樹上で実が熟さない時、樹上で実が熟した時、
地上に実が落下した時にわけで考えられた。また、特に関係する動物として、オ
ランウータン、アジアゾウ、マレーグマ、ジャワジャコウネコ、ボルネオヤマア
ラシが示唆された。
以上の二点より、ドリアンは親木の下において、実生は多いものの、若木にまで
成長する可能性は低いこと、多くの動物に果実が利用されることが分かつた。今
後、ある種の動物がどの程度捕食、散布に関わっているか定量的に調査をする必
要がある。また、ドリアンの分布をより広範囲に調べ、遺伝を用いて、親子関係
を調べることで、実際の(長距離)散布距離を明らかにすることができる。
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